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Figure2 最終的に構成されたモデル
最終的に構成 されたモデルより,「否定的作動
性」から「自己利得」,「肯定的共同性Jから「ポ
ジティブ」,「否定的共同性」から「抵抗Jに正の
パス,「否定的共同性」から「抵抗」,「否定的共
同性Jから「自己利得」は負のパスが得られた。
また,「ポジティブ」から「問題言及行動Jへ正
のパス,「抵抗」から「問題言及行動」へは負の
パスが得 られた。「問題言及行動」から「関係効
恋愛関係における葛藤場面で問題言及することへの意味づけ 稲富理紗
力感」は正のパスが得られた。
考察
仮説モデルを検証した結果,最終的に採択され
たモデルは仮説モデルを支持するモデルであつた。
自身のジェンダー意識を否定的な女性性であると
認知した場合,問題言及することに対して,抵抗
を感じやすく,問題言及行動は抑制され,相手と
の関係性に対する効力感は低くなることが示唆さ
れた。藤田 (1993)は,女性に生まれたことを
肯定的に感じながらも,社会的な側面や対人関係
の側面を考えると,女性性を否定的に提える女性
は少なくはないことを示しており,本研究におい
ても少なからずその影響があると考えられる。こ
のことから, 自身を否定的な女性性であると認知
した場合,対人関係場面においては弱い立場であ
ることを意識づけられ,問題言及行動に対して
「抵抗がある」と意味づけやすいことが考えられ
る。一方で, 自身のジェンダー意識を肯定的な女
性性であると認知した場合,問題言及することに
対してポジティブな意味づけをしやすく,問題言
及行動は促進され,関係効力感は高くなることが
示唆された。土肥・廣川 (2004)は,肯定的な
女性性は,肯定的な男性性が緩和効果となつて否
定的な女性性が抑制されていることを明らかにし
ている。このことから,肯定的な女性性は,葛藤
場面において問題言及することに対してポジティ
ブな意味づけをしやすく,問題言及行動を用いや
すいことが考えられる。本研究において問題言及
の意味づけと問題言及行動及び関係効力感に影響
を与える要因としてジェンダー意識という視′点が
明らかにされた。この結果は,社会や家庭の中で
みられるジェンダーの縛りが対人関係の一つであ
る恋愛関係の中でも存在していることを示唆する
ものとなつた。
また,これまで恋愛関係においては,自身の行つ
た対処方略の意味づけを検討した研究やジェンダー
意識を要因としたものは明らかにされていなかっ
た。本研究によつて恋愛関係における葛藤場面に
おいて, 自身のジェンダー意識が問題言及するこ
とへの意味づけに影響を及ぼし,問題言及への意
味づけから問題言及行動へと影響を及ぼし, さら
に相手との関係性に対する効力感に影響を及ぼす
といった一連の因果関係が明らかとなつた。
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